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撮影◉織本知之

2022年１月27日、相鉄新横浜線・東急新横浜線の2023年３月開業（予定）が発表された。
都市鉄道等利便増進法に基づく神奈川東部方面線整備事業のうち、もう一方の相鉄・ＪＲ直
通線は2019年に既に開業しており、来春の相鉄・東急直通線開業によって神奈川県央部や
横浜市西部から東京・埼玉に至る広域的な鉄道ネットワークが形成されることになる。
相鉄鉄道（相鉄）にとってはこれらの直通線の開業によって、長年の宿願である東京都心部
への乗り入れが実現し、沿線利用者は利便性が格段に向上する。コロナ禍など鉄道事業者に
とっては厳しい状況が続いてはいるが、相鉄はこの機運をどう捉え、どのような戦略を取っ
ていくのか、話を伺った。

都心への直通実現
首都圏の広域的な鉄道ネットワークの一翼を担う

特集：相互直通運転による利便性・速達性の向上
［ネットワークを拡充する相模鉄道の取り組み］

取材・文◉茶木 環（作家／エッセイスト）
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特集：相互直通運転による利便性・速達性の向上
［ネットワークを拡充する相模鉄道の取り組み］

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
に
基
づ
く
相
直

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
と
相
鉄
・
東
急
直
通

線
の
二
つ
の
連
絡
線
整
備
は
神
奈
川
東
部
方

面
線
整
備
事
業
と
呼
ば
れ
、「
都
市
鉄
道
等

利
便
増
進
法
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る

事
業
で
あ
る
。
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
２
０

０
６
年
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
２
０
０
７

年
に
そ
れ
ぞ
れ
速
達
性
向
上
計
画
の
大
臣
認

定
を
受
け
た
。
な
お
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線

は
２
０
１
０
年
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
２

０
１
２
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
既
存
の
都

市
鉄
道
施
設
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
速
達
性
の
向
上
や
駅
施
設
の
利
用
円
滑

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
制
度
で
は
整
備
主
体
と
営
業
主

体
（
鉄
道
事
業
者
）
を
分
離
す
る
上
下
分
離

方
式
が
採
ら
れ
て
お
り
、
国
と
地
方
自
治
体

（
神
奈
川
県
・
横
浜
市
）
が
総
事
業
費
の
３

分
の
１
ず
つ
を
補
助
し
、
残
り
を
整
備
主
体

で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
資
金
調
達
し
て

鉄
道
施
設
の
整
備
を
行
い
、
施
設
を
保
有
す

る
。
営
業
主
体
で
あ
る
相
鉄
と
東
急
電
鉄
は

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
施
設
使
用
料
を
支
払
う

ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
の
直
通
線
の
う
ち
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通

線
の
営
業
主
体
は
相
鉄
で
、
相
鉄
本
線
西
谷

駅

－

Ｊ
Ｒ
東
海
道
（
貨
物
）
線
横
浜
羽
沢
駅

付
近
の
区
間
に
約
２
・
７
㎞
の
短
絡
線
が
、

整
備
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
。
２
０
１
９
年
11
月
30
日
に
開

業
し
て
お
り
、
相
鉄
線
の
海
老
名
駅
か
ら
、

西
谷
駅
を
経
由
し
て
、
羽
沢
横
浜
国
大
駅
で

Ｊ
Ｒ
線
に
乗
り
入
れ
、
新
宿
方
面
へ
運
行
し

て
い
る
。
新
設
さ
れ
た
羽
沢
横
浜
国
大
駅
は

相
鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
分
岐
駅
と
な
り
、
ま
た
駅
自

体
も
共
同
使
用
駅
で
あ
る
が
、
駅
業
務
は
相

鉄
が
行
っ
て
い
る
。

都
心
へ
の
乗
り
入
れ
は
長
年
の
宿
願

相
鉄
は
前
身
で
あ
る
神
中
鉄
道
が
１
９
１

７
年
に
創
立
し
て
以
来
、
神
奈
川
県
央
部
を

基
盤
と
し
て
き
た
鉄
道
会
社
で
あ
る
。
現
在

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
横
浜
駅
に
は
１
９
３

３
年
に
乗
り
入
れ
、
１
９
５
０
年
代
に
西
口

の
土
地
を
取
得
し
て
開
発
を
主
導
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
横
浜
中
心
部
へ
の
人
口
集
中

と
沿
線
開
発
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
が
、

相
互
直
通
運
転
に
よ
る
東
京
都
心
部
へ
の
乗

り
入
れ
は
、
相
鉄
に
と
っ
て
長
年
の
宿
願
と

な
っ
て
い
た
。

そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
経
営
企
画
部
交
通

戦
略
担
当
の
井
上
剛
志
課
長
は
「
１
９
９
０

年
代
に
は
当
社
も
含
め
て
関
東
の
民
鉄
各
社

は
輸
送
人
員
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の

後
半
頃
に
は
、
当
社
以
外
の
東
京
都
心
部
に

乗
り
入
れ
て
い
る
他
の
鉄
道
会
社
は
上
昇
傾

向
に
移
っ
て
い
っ
た
が
、
当
社
は
残
念
な
が

ら
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
通
勤
先
や
学
校
な

ど
が
集
中
す
る
東
京
都
心
部
に
ダ
イ
レ
ク
ト

ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
否
か
が
輸
送
人
員
や
沿

線
へ
の
定
住
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
実

感
し
、
２
０
０
０
年
以
降
、
東
京
都
心
部
乗

り
入
れ
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
説

明
す
る
。

さ
ら
に
、「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
線
の
開
業
日
に

二
俣
川
駅
の
ホ
ー
ム
に
新
宿
行
き
の
電
車
が

入
っ
て
き
た
の
を
見
た
と
き
は
、
よ
う
や
く

実
現
し
た
と
感
慨
深
か
っ
た
。
周
囲
に
い
ら

し
た
お
客
さ
ま
か
ら
も
『
来
た
、
来
た
』
と

声
が
上
が
り
、
皆
さ
ま
何
か
特
別
な
電
車
が

来
た
と
い
う
反
応
を
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

２
０
１
９
年
開
業
の
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線

現
在
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
朝
ラ
ッ

シ
ュ
時
な
ど
一
番
多
い
時
間
帯
で
1
時
間
に

４
本
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
２
～
３
本
運
行

さ
れ
て
い
る
。
所
要
時
間
例
と
し
て
最
速

で
、
二
俣
川
駅

－

新
宿
駅
間
約
44
分
、
海
老

名
駅

－

武
蔵
小
杉
駅
間
約
36
分
、
大
和
駅

－

渋
谷
駅
間
約
45
分
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
15
～
30
分
に
1
本
の
運
行
で
、
お
客
さ

ま
か
ら
は
運
転
本
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
」
と
井
上

課
長
は
語
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
自
社
線
内
で
完
結
し
て

い
た
相
鉄
の
路
線
は
、
沿
線
に
住
み
、
横
浜

に
通
勤
・
通
学
す
る
人
々
の
輸
送
を
主
な
役

割
と
し
て
い
た
た
め
、
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な

形
態
の
運
行
だ
っ
た
。
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線

の
運
行
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
行
き
先

も
増
え
、
ダ
イ
ヤ
が
複
雑
化
し
て
い
る
が
、

待
ち
時
間
や
ホ
ー
ム
移
動
な
ど
、
乗
り
換
え

ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
尽
力
し
て
い
る
。

「
直
通
線
の
開
業
以
降
、
分
岐
駅
と
な
る

西
谷
駅
や
二
俣
川
駅
で
直
通
列
車
と
横
浜
方

面
に
向
か
う
列
車
が
接
続
し
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
乗
り
換
え
が
で
き
る
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
設
定

を
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
夕
方
や
夜
の
帰

宅
時
間
帯
に
は
優
等
列
車
と
各
駅
停
車
が
西

谷
駅
等
で
接
続
し
て
、
早
く
到
着
し
た
い

人
、
あ
る
い
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
座
っ
て

移
動
し
た
い
と
い
う
よ
う
に
、
電
車
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

や
ご
利
用
状
況
に
合
わ
せ
て
の
選
択
肢
が
増

え
た
と
思
う
」

行
き
先
や
列
車
の
種
別
も
増
え
た
た
め
、

ホ
ー
ム
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
よ
り
丁
寧
で
分
か
り

や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

「
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
方
は
コ
ロ
ナ
禍
で

減
少
し
て
お
り
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
利

用
者
も
、
当
初
計
画
し
て
い
た
数
の
４
割

程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
推
移

を
見
る
と
、
開
業
後
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
と
な

る
ま
で
の
間
の
平
均
利
用
者
数
は
1
日
当

た
り
約
２
万
５
０
０
０
人
、
２
０
２
０
年
度

の
平
均
利
用
者
数
は
1
日
当
た
り
約
２
万
１

０
０
０
人
だ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
12
月
に

は
約
２
万
７
０
０
０
人
と
コ
ロ
ナ
禍
前
を

超
え
た
。
今
後
も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。
鉄
道
利
用
全
体
が
落

ち
込
ん
で
い
る
中
で
、
こ
の
直
通
線
の
利

用
者
数
は
健
闘
し
て
お
り
、
相
直
効
果
は

出
て
い
る
と
思
う
」
と
井
上
課
長
は
語
る
。 

相模鉄道株式会社 経営企画部 課長

井上剛志
Tsuyoshi INOUE
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相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
来
春
開
業
予
定

２
０
２
３
年
３
月
開
業
予
定
の
相
鉄
・
東

急
直
通
線
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
（
貨
物
）
線
横

浜
羽
沢
駅
付
近
か
ら
東
急
東
横
線
と
目
黒
線

の
日
吉
駅
ま
で
の
約
10
㎞
が
整
備
さ
れ
る
。

営
業
主
体
は
相
鉄
と
東
急
電
鉄
で
、
運
行
区

間
は
相
鉄
線
の
海
老
名
駅
・
湘
南
台
駅
か
ら

西
谷
駅
・
羽
沢
横
浜
国
大
駅
を
経
由
し
て
整

備
区
間
に
入
り
、
新
駅
の
新
横
浜
駅
と
新
綱

島
駅
を
通
っ
て
、
日
吉
駅
か
ら
渋
谷
・
目
黒

方
面
に
向
か
う
。
営
業
分
岐
駅
は
新
横
浜
駅

で
、
両
社
の
共
同
使
用
駅
と
な
り
、
両
社
で

駅
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
運
転
本
数
は
1
時
間
当

た
り
10
～
14
本
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
４
～

６
本
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
直
通
線
の
開
業
で
、
神
奈
川
県
央
部

や
横
浜
市
西
部
と
東
京
都
心
部
が
直
結
さ
れ
、

例
え
ば
、
二
俣
川
駅

－

目
黒
駅
間
は
現
在
、

横
浜
駅
と
大
崎
駅
で
乗
り
換
え
約
54
分
か
か

る
と
こ
ろ
、
乗
り
換
え
な
し
で
約
38
分
と
な

り
、
16
分
程
度
短
縮
さ
れ
る
。
相
互
直
通
運

転
で
、
乗
り
換
え
回
数
が
減
少
し
、
所
要
時

分
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者
は
よ
り
快

適
に
目
的
地
に
行
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
相
鉄
沿
線
や
東
急
東
横
線
・
目
黒

線
沿
線
か
ら
東
海
道
新
幹
線
が
停
車
す
る
新

横
浜
駅
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能

に
な
る
。
例
え
ば
、
大
和
駅
か
ら
新
横
浜
駅

に
行
く
に
は
現
在
、
横
浜
駅
で
乗
り
換
え
を

し
て
約
42
分
か
か
っ
て
い
る
が
、
相
直
後
は

乗
り
換
え
な
し
で
約
19
分
と
大
幅
に
短
縮
さ

れ
る
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
ら
れ

て
は
い
る
が
、
移
動
ス
ト
レ
ス
の
緩
和
に
よ

り
、
長
距
離
移
動
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

「
東
京
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
も
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
思
う
が
、
新
横
浜
駅
へ
の
乗

り
入
れ
に
よ
っ
て
、
新
幹
線
ア
ク
セ
ス
は
格

段
に
向
上
す
る
」
と
井
上
課
長
は
語
る
。

２
０
１
３
年
３
月
に
東
急
東
横
線
と
東
京

メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
の
相
直
が
渋
谷
駅
を
通

じ
て
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
西
武
池
袋
線

（
西
武
有
楽
町
線
）、
東
武
東
上
線
、
横
浜
高

速
鉄
道
み
な
と
み
ら
い
線
の
５
社
局
７
路
線

が
1
本
の
線
路
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
み
な
と
み
ら
い
の
よ
う
な
新
都
心
、
渋

谷
・
新
宿
・
池
袋
の
3
大
副
都
心
、
西
武
球

場
、
観
光
地
の
川
越
や
秩
父
な
ど
が
結
ば
れ

た
こ
と
で
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
簡
略
化
さ

れ
、
人
流
が
大
い
に
活
性
化
し
た
が
、
相

鉄
新
横
浜
線
と
東
急
新
横
浜
線
が
開
業
す
る

と
、
そ
れ
に
加
え
て
、
相
鉄
本
線
・
い
ず
み

野
線
、
東
急
東
横
線
・
目
黒
線
、
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
・
副
都
心
線
、
都
営
三
田
線
、
埼

玉
高
速
鉄
道
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
線
で
直
通
運

転
が
な
さ
れ
、
７
社
局
14
路
線
を
結
ぶ
首
都

圏
の
広
大
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
さ
ら
な
る
充
実
に
よ
り
、
地
域
間
の
連

携
と
活
性
化
が
図
ら
れ
、
各
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
も
つ
な
が
る
。

沿
線
各
地
域
で
進
む
ま
ち
づ
く
り

商
業
ビ
ル
や
百
貨
店
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

建
設
・
運
営
な
ど
横
浜
駅
西
口
開
発
を
牽
引

羽沢横浜国大駅から望む羽沢トンネル。中央の 2 線が相鉄・東急直通線用

左／相鉄・JR 直通線開業で新設された羽沢横浜国
大駅。ここで JR 線に切り替わる　上／平日は 1 時
間に 2 ～ 4 本運行されている新宿方面行き　右／
羽沢横浜国大駅外観

■「受益活用型」上下分離方式

（注）国土交通大臣による認定を受けた速達性向上計画に基づく都市鉄道施設・駅施設の整備に対し、
　　 上図の支援措置。

施設使用料（受益相当額）

鉄道営業主体
（既存の鉄道事業者）

相鉄・東急

国 1/3 地方 1/3 借入 1/3

鉄道・運輸機構鉄道整備主体
（公的主体） 償還
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し
て
き
た
相
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
の
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
視
野
に
入
れ
、
沿

線
の
ま
ち
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

注
目
度
が
最
も
高
い
の
は
、
横
浜
駅
西
口

に
近
接
し
た
鶴
屋
町
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い

る
「
横
浜
駅
き
た
西
口
鶴
屋
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
」
で
、
現
在
建
設
中
の

延
べ
面
積 

約
7
万
９
３
３
０
㎡
、
地
上
43

階
、
高
さ 

約
１
７
８
ｍ
の
高
層
の
複
合
施

設
「T

H
E Y

O
K

O
H

A
M

A
 FRO

N
T

」
に

は
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
が

入
居
す
る
。
全
国
初
の
住
宅
容
積
率
の
緩
和

を
活
用
し
た
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
で
あ

り
、
海
外
か
ら
横
浜
都
心
臨
海
部
に
進
出
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
就
業
者
の
生
活
支
援

に
必
要
な
機
能
を
併
設
し
て
「
職
住
近
接
の

住
環
境
」
を
整
備
し
、
横
浜
都
心
臨
海
部
の

国
際
的
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
機
能
を
高
め
て
い

く
。
な
お
、
住
宅
部
分
は
２
０
２
３
年
12
月

下
旬
に
竣
工
し
、
２
０
２
４
年
４
月
下
旬
に

入
居
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
市
と
相
鉄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、「
相
鉄
い
ず
み
野
線
沿
線
の
次
代
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
２

０
１
３
年
に
締
結
し
た
。
い
ず
み
野
線
沿
線

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
資
源
や
魅
力

が
存
在
す
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

郊
外
住
宅
地
に
共
通
す
る
課
題
が
あ
り
、
市

民
・
地
域
団
体
、
大
学
、
行
政
、
民
間
企
業

と
の
協
働
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
い
ず
み
野
線
の
ゆ
め
が
丘
駅
周
辺
で

は
、「
泉
ゆ
め
が
丘
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
」
の
一
環
で
、
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
ゆ
め
が
丘
駅
に
隣
接
し
て
約
１
７
０
店

舗
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
す
る
大
規
模
集
客
施

設
が
２
０
２
４
年
春
に
開
業
す
る
予
定
で
、

地
区
内
に
は
２
０
２
６
年
度
ま
で
に
総
戸
数

約
４
０
０
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
星
川
駅

－

天
王
町
駅
間

（
高
架
化
）
で
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
に

2000年 1月	 運輸政策審議会答申第 18号で、神奈川
東部方面線の整備について答申。

2005年 8月	 都市鉄道等利便増進法施行。

2006年 5月	 都市鉄道等利便増進法に基づく相鉄・JR
直通線の整備構想を鉄道・運輸機構が国土交通省に申請、
相鉄が営業構想を申請。
都市鉄道等利便増進法に基づく相鉄・東急直通線の整備構
想を鉄道・運輸機構が国土交通省に申請、相鉄・東急が営
業構想を申請。

2006年 6月	 相鉄・JR 直通線、相鉄・東急直通線の
整備構想および営業構想が認定を受ける。

2006年８月	 都市鉄道等利便増進法に基づく相鉄・JR
直通線の速達性向上計画を国土交通省に申請。

2006年 11月	 国土交通省より相鉄・JR 直通線の速達
性向上計画認定を受ける。
都市鉄道等利便増進法に基づく相鉄・東急直通線の速達性
向上計画を国土交通省に申請。

2007年 4月	 国土交通省より相鉄・東急直通線の速達
性向上計画認定を受ける。

2009年 10月	 国土交通省より相鉄・JR 直通線の工事
施工認可を受ける。

2010年 3月	 横浜市より西谷 ‐ 羽沢間の都市計画決定
（横浜国際港都建設計画都市鉄道第 6号相鉄・JR直通線）
が告示される。
相鉄・JR直通線の起工式が行われる。

2012年 10月	 横浜市より羽沢駅 ‐ 日吉駅間の都市計画
決定（横浜国際港都建設計画都市鉄道第 6号相鉄・東急
直通線）が告示される。
国土交通省より相鉄・東急直通線の工事施工認可を受ける。

2014年 3月	 都市鉄道等利便増進法に基づく速達性向
上計画変更認定（開業時期等の変更 /神奈川東部方面線）。

2017年 3月	 都市鉄道等利便増進法に基づく速達性向
上計画変更認定（開業時期等の変更 /神奈川東部方面線）。

2018年 12月	 西谷駅－新横浜駅間の路線名称「相鉄新
横浜線」、新横浜駅－日吉駅間の路線名称「東急新横浜線」
を発表。

2019年 5月	 相鉄・JR 直通線に設定する加算運賃が
認可される。

2019年 11月	 相鉄・JR直通線が開業し、JR線との相
互直通運転を開始。羽沢横浜国大駅が開業。

2022年 1月	 相鉄・東急直通線 2023年 3月開業（予
定）を発表。

整備計画の経緯

大和

海老名

相鉄本線

相鉄いずみ野線

東急東横線

東急目黒線東急目黒線

二俣川

武蔵小杉

新宿

JR埼京線

JR横須賀線

JR東海道（貨物）線

東京

新橋

横浜

品川

大崎

恵比寿恵比寿

西大井田園調布

渋谷

目黒

西谷西谷
羽沢横浜国大羽沢横浜国大

新横浜新横浜

新綱島新綱島

日吉日吉

湘南台

相鉄新横浜線

東急新横浜線

相鉄・JR 直通線、相鉄・東急直通線 路線図
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よ
っ
て
生
ま
れ
る
空
間
を
有
効
活
用
し
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
相
乗
効
果
で
沿
線
の
魅
力
を
高
め
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
グ
ル
ー
プ
で
推

進
す
る
と
い
う
。

沿
線
へ
の
移
住
・
誘
客
を
促
進

東
京
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
に
よ
っ
て
移

動
の
利
便
性
を
高
め
、
沿
線
で
は
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
―
―
こ
の
両
輪
に
よ
っ

て
沿
線
の
魅
力
向
上
の
先
に
相
鉄
が
目
指
す

一
つ
に
沿
線
エ
リ
ア
の
定
住
増
加
が
あ
る
。　
　

「
Ｊ
Ｒ
線
や
東
急
線
と
の
相
互
直
通
運
転

で
、
当
社
線
は
横
浜
に
行
き
や
す
い
と
い
う

こ
と
に
加
え
て
、
東
京
都
心
部
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
沿
線
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
東
京
都

心
部
に
勤
務
さ
れ
る
方
が
当
社
沿
線
を
選
ぶ

こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
線
や
東

急
線
と
の
相
直
で
東
京
都
心
部
に
通
勤
す
る

方
、
家
族
が
通
学
さ
れ
る
よ
う
な
方
に
も
、

住
ま
う
沿
線
と
し
て
、
選
択
肢
の
一
つ
に
加

え
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
井
上

課
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。　
　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
鉄
道
事
業
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
も
、
あ
る
意
味
で
は
前

向
き
に
捉
え
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
東
京
都
心
部
か

ら
郊
外
へ
移
住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
相

直
効
果
と
郊
外
へ
の
関
心
か
ら
か
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
不
動
産
部
門
に
も
沿
線
外
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
新
た
な
動
き
が
あ
り
、
こ
の
流
れ

を
う
ま
く
捉
え
て
い
き
た
い
」
と
す
る
。

沿
線
地
域
へ
の
定
住
の
一
方
で
、
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
増

加
、
相
鉄
沿
線
に
誘
客
す
る
施
策
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

「
２
０
１
３
年
に
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心

線
と
東
急
東
横
線
が
接
続
し
て
実
現
し
た
５

社
局
７
路
線
の
相
直
で
は
人
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
今
回
の
相
直

に
よ
っ
て
当
社
線
に
も
そ
う
し
た
変
化
を
期

待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は

横
浜
駅
西
口
以
外
の
沿
線
地
域
は
主
に
定
住

を
目
的
と
し
た
開
発
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

沿
線
の
周
辺
に
は
他
社
線
の
よ
う
な
有
名
な

観
光
地
が
あ
ま
り
な
い
の
が
実
情
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
は
思
わ
ぬ
場
所
や
も
の
が
注
目
を
集

め
た
り
す
る
の
で
、
現
在
、
社
員
か
ら
沿
線

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ゆ
め
が

丘
は
自
然
が
豊
か
で
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
で
き

る
と
い
う
私
た
ち
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な

情
報
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
、
東
急
電
鉄
と
の
相
直
が
実
現
し
た
段

階
で
沿
線
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
る
」
と
井
上
課
長
は
語
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
沿
線
地
域
へ
の
集
客
機

会
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

相
鉄
本
線
の
瀬
谷
駅
を
最
寄
り
駅
と
す
る
米

軍
施
設
「
上
瀬
谷
通
信
施
設
」
の
跡
地
（
２

０
１
５
年
に
返
還
）
で
は
、
２
０
２
７
年
の

３
月
か
ら
９
月
に
、
花
や
緑
を
通
し
た
健
康

と
福
祉
、
環
境
の
向
上
、
経
済
強
化
な
ど
を

目
的
に
「
国
際
園
芸
博
覧
会
」
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

本線の始発駅・海老名駅はリニューアル工事が進められている

左・上／本線の中心駅の一つ、二俣川駅。横浜市旭区に所在し、
現在は横浜経由の都心通勤が多い

上・左・下／本線と直
通線が分岐する西谷
駅。2 面 4 線 の 1・4
番線が直通線、2・3 番
線が横浜とつながる本
線。両列車間は接続に
十分な配慮がなされて
いる
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定
期
券
に
サ
ー
ビ
ス
付
加
で
価
値
を
上
げ
る

相
直
に
よ
る
他
地
域
と
の
新
た
な
人
の
流

れ
は
通
勤
・
通
学
や
観
光
面
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

「
例
え
ば
、
慶
応
大
学
の
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
は
湘
南
台
駅
が
最
寄
り
駅
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
慶
応
大
学
の
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
急
東
横
線
）
や
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
（
都
営
三
田
線
）
と
も
相
鉄
・
東
急

直
通
線
の
開
業
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
施
策
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と
井
上

課
長
は
語
る
。

ま
た
、
直
通
線
の
開
業
後
に
よ
っ
て
、
相

鉄
沿
線
か
ら
複
数
の
経
路
で
東
京
都
心
部
と

行
き
来
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
に
対
応
し

て
、
複
数
の
経
路
で
利
用
で
き
る
特
殊
二
区

間
定
期
券
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

「
他
社
線
も
同
様
だ
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
毎
日
通
勤
・
通
学
し
な
い
状
況
が
続
い

た
こ
と
で
、
定
期
券
離
れ
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
当
社
で
も
定
期

券
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
路
で

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
行
け
る
こ
と
が
当
社
の

強
み
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ

れ
ま
で
の
経
路
が
固
定
さ
れ
た
定
期
券
で
は

そ
の
強
み
を
発
揮
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
定
期
券
に
付
加
価

値
を
つ
け
る
意
味
か
ら
も
ぜ
ひ
導
入
し
た

い
。
例
え
ば
、
勤
務
先
や
学
校
が
東
京
都
心

部
に
あ
っ
て
平
日
は
新
横
浜
を
経
由
す
る
直

通
線
を
利
用
し
て
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
で
通
う

が
、
休
日
は
横
浜
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
ご
利
用
を
想
定
し
て
、
そ
れ
に

合
っ
た
鉄
道
輸
送
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
」
と
井
上
課
長
は
説
明
す
る
。

ま
た
、
沿
線
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
二

俣
川
駅
や
駅
ビ
ル
の
ほ
か
に
も
、
開
発
途
中

の
ゆ
め
が
丘
駅
の
商
業
施
設
が
完
成
す
る

と
、
通
勤
や
通
学
だ
け
で
は
な
く
、
身
近
な

場
所
に
買
い
物
や
遊
び
な
ど
を
目
的
と
し

た
、
数
駅
間
の
小
規
模
な
短
距
離
移
動
が
増

加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
沿
線
内
の
各
エ
リ
ア
と
横

浜
と
を
行
き
来
す
る
動
き
が
メ
イ
ン
で
あ
っ

た
が
、
当
社
線
自
体
は
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト

な
路
線
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
動
き
も
促
し

て
い
き
た
い
。
今
後
は
相
直
を
利
用
し
た
広

域
の
移
動
も
沿
線
内
の
小
さ
な
移
動
に
つ
い

て
も
鉄
道
会
社
と
し
て
そ
れ
を
誘
う
発
信
を

し
て
、
相
鉄
沿
線
で
過
ご
す
時
間
や
生
活
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
井
上
課
長
は

語
る
。

鉄
道
は
地
域
と
非
常
に
密
着
し
た
交
通
機

関
で
あ
り
、
相
互
直
通
運
転
は
ア
ク
セ
ス
の

所
要
時
間
や
乗
り
換
え
の
減
少
と
い
っ
た
利

便
性
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
培
わ

れ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
が
遭
遇

し
、
さ
ら
な
る
活
性
化
・
発
展
に
つ
な
が
る

側
面
が
あ
る
。
相
鉄
が
携
わ
る
二
つ
の
直
通

線
の
開
業
で
実
現
す
る
鉄
道
の
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
そ
う
し
た
意
味
で
も
大
き
な
も
の

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

西谷駅を出発する相鉄・JR 直通線の 12000 系新宿行き




